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１．はじめに 

 札幌市では、少子高齢化の進行や生産年齢人口の減少な

ど社会環境が大きく変化しており、雪対策においても、こ

れらを背景とした様々な課題を抱えていることから、平成

30年 12月に「冬のみちづくりプラン2018」を策定し、持

続可能な雪対策に向けた取組を進めてきた。 

 令和３年度の冬は、想定を大きく超える集中的な繰り返

しの大雪に見舞われ、公共交通機関の運休や市内各所での

渋滞発生、生活道路除排雪の大幅な遅れなど、市民生活に

大変大きな影響が及んだ。 

 本稿では、今後の集中的な繰り返しの大雪にも適切に対

応できるよう、令和４年８月に取りまとめた「令和３年度

の大雪対応に係る検証と今後の対策」について紹介する。 

 

２．冬期の状況 

2.1気象状況 

 令和３年度は日降雪量が20cm以上となった日が６回

（うち30cm以上が２回）と多く、さらに札幌管区気象台

の統計開始以降最多の24時間降雪量を２度記録するなど

大雪に見舞われる日が度々あった。シーズンを通しての累

計降雪量はほぼ平年並みの474㎝で、過去 10年間で累計

降雪量が最も多い平成24年度よりも150㎝程度少なかっ

たが、１月と２月の合計降雪量は323㎝であり、平成24

年度を30㎝上回ったことを考えると、いかにこの期間に

集中して雪が降ったのかが分かる。また、気温が 0度前後

と比較的暖かい中で水分量の多い雪が、１月12日から 14

日に 46cm降るなど、特異な気象であった。 

 

図１ 降雪量と積雪深（札幌管区気象台） 

2.2市民生活への影響 

 例年にない大雪により、除排雪作業に遅れが生じ、幹線

道路では道幅が狭くなり、多くの路線で大規模な渋滞が発 

 

生した。また、生活道路では雪山により道幅が狭くなり、

除雪での路面管理が難しく、スタックする車両が多数発生

した。 

 

写真１ 道幅が狭い片側３車線の幹線道路 

 

写真２ ザクザク路面の生活道路 

2.3市民からの要望・苦情 

 各区の除雪センター（除雪事業者）や土木センター（札

幌市）には、一冬に２万件、多いときには４万件の要望や

苦情が寄せられるが、令和３年度の要望・苦情件数は約７

万5,000件となり、過去に最も多く寄せられた平成24年度

の約４万2,000件の約1.8倍であった。 

 最も多かった項目は「車道の轍、不陸等」で全体の約５

割を占めたが、特に気温が上昇した３月上旬については、

約８割を占めた。 

 

図２ 市民からの年度ごとの要望・苦情の件数 

 

 

＊１ 札幌市建設局雪対策室 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

0

10

20

30

40

50

60

70

80

積
雪
深
（
㎝
）

日
降
雪
量
（
㎝
）

日降雪量

平成24年度

日降雪量

令和３年度

積雪深

平成24年度
積雪深

令和３ 年度

最大積雪深
１３３ｃｍ



 

図３ 市民からの年度ごとの要望・苦情の件数 

 

３．大雪対応に係る検証と今後の方向性 

3.1除排雪作業（幹線道路・生活道路） 

 幹線道路は、最優先に作業を実施し道路状況が改善さ

れ路線バスの運休が徐々に解消したが、降雪予報等を基

に早期の作業判断も必要であった。また、早期の幅員確

保に向けて道路脇の雪山の頭を落とさない拡幅排雪を実

施したが、複数回の大雪に対応するには困難であった。 

 生活道路は、札幌市と地域の双方が費用を負担して生

活道路の排雪を実施することで、快適な冬期生活環境を

創出するパートナーシップ排雪の早期完了を目指し、施

工方法を変更し７割程度の断面で作業を進め３月末迄に

完了したが、作業方法や日程変更など、地域との調整に

苦慮した。 

 今後の方向性として、幹線道路は運搬排雪の前倒しと

作業の強化を実施し、生活道路は大雪時にパートナーシ

ップ排雪を取りやめ、より早急に対応するために札幌市

による最低限の緊急排雪を実施するなど、状況に応じて

臨機な対応を行う。 

3.2雪堆積場・融雪施設 

 公共専用雪堆積場９か所、一般受入雪堆積場２か所を

緊急開設するとともに、河川敷地雪堆積場は、河川管理

者と協議を行い嵩上げを実施した。また、融雪施設は、

稼働期間を３月下旬まで延長した。これらの対応は、公

共排雪の円滑化に寄与する一方で、協議や調整に時間を

要したことが課題となった。 

 

写真３ 新川融雪槽における投雪状況 

 今後の方向性として、雪堆積場の嵩上げや新たな雪堆

積場候補地の拡充などの円滑な調整に向け、引き続き、

北海道開発局や北海道と大雪を想定した協力体制の形成

を進める。 

3.3応援・受援 

 排雪作業が遅れている区に対しては、札幌市災害防止

協力会や他区の道路維持除雪業務受託者（除雪事業者）

から作業班を派遣したが、担当エリアの作業が遅れてい

ると応援が厳しくなり、派遣はシーズン後半でなければ

難しい状況であった。また、北海道開発局やNEXCO東日本

からダンプトラックを借り受けたことは、作業が遅れて

いる区にとっては効果的であった。 

 今後の方向性として、あらかじめ関係機関や関係団体

と協議を行い、協力体制を形成する。 

 

図４ 応援状況 

 

４．今後の大雪時の対策のポイント 

 これらの状況を踏まえ、札幌市内部での検討や関係機

関との協議を進め、対策のポイントを「排雪作業の前倒

しと強化」「雪堆積場等の増強」「市民・企業との協働

の取組み」の３点とした。 

 

５．ポイント① 排雪作業の前倒しと強化 

 大雪時には、関係部局で構成する札幌市雪害対策実施

本部を設置し、積雪深や気象状況、除排雪作業の進捗状

況などのフェーズに応じた対策を実施する。 

5.1フェーズ１「運搬排雪の前倒しと強化」 

 フェーズ１は、12月から１月上旬において、積雪深が

50㎝程度に達した場合や気象予報等からそれが見込まれ

るような大雪を想定している。 

 対策は、幹線道路の運搬排雪を前倒して実施するとと

もに、従来の道路脇の雪山を一部残す切込排雪から、全
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て排雪する雪出排雪へ変更し排雪を強化する。これによ

り幹線道路の排雪の早期完了や堆積スペースの確保、渋

滞緩和などにつながると考えている。 

 

図５ 従来の切込排雪 

 

図６ 全て排雪する雪出排雪 

 令和３年度と同様の大雪をフェーズ１により実施した

場合のシミュレーションを示す。令和３年度のような大

雪であっても、シーズンを通して幅員確保が期待できる。 

 

図７ 12月18日に記録的な大雪 

 

図８ 作業を前倒し雪山を全て取り除く排雪強化 

 

図９ 46cmの降雪後も想定では２車線を確保 

 

図10 排雪せずに拡幅除雪で２車線を確保 

 

図11 60cmの降雪後も想定では２車線を確保 

 

図12 今後の降雪に備えて切込排雪を実施 

 

図13 44cmの降雪後も想定では２車線を確保 

 

図14 想定では排雪せずに拡幅除雪で２車線を確保 

5.2フェーズ２「応援等による体制強化」 

 フェーズ２は、１月中旬から３月上旬において、一部

の区で生活道路のパートナーシップ排雪の遅れが見込ま

れる場合を想定している。 

 対策は、他区の除雪事業者による応援のほか、札幌市

災害防止協力会などの関係団体に応援を要請する。これ

により幹線道路における運搬排雪のスピードアップ、渋

滞緩和、生活道路におけるパートナーシップ排雪の遅延

抑制につながると考えている。 

5.3フェーズ３「生活道路の緊急排雪」 

 フェーズ３では、１月中旬から３月上旬において、全

市的に生活道路のパートナーシップ排雪の遅れが見込ま

れる場合を想定している。 

 対策は、パートナーシップ排雪を取りやめ、札幌市が

道路管理者としての早急な対応として、生活道路の緊急

排雪を実施する。緊急排雪は、生活道路の路面状況の改

善に向けて出来るだけ早く作業を終わらせる必要がある

ため、対象となる生活道路を緊急排雪時のダンプトラッ



クの経路となる「幹の路線（割合：３割）」と、それ以

外の「枝の路線（割合：７割）」に分類し、それぞれ作

業断面も変えて作業のスピードアップを図る。 

 幹は、大型ロータリで直接ダンプトラックに積み込み

ダンプトトラックの通行幅を確保するが、枝は、両側の

雪は残しタイヤショベルで枝から幹の路線に雪を押し出

す作業のため、幹よりも幅員は狭くなる。ただし、路面

の圧雪は、幹・枝ともに出来るだけ薄くし、ザクザク路

面の発生による走行障害の発生を抑える。 

 

図15 幹と枝の路線（イメージ） 

   

図16 幹の路線の作業前後（イメージ） 

   

図17 枝の路線の作業前後（イメージ） 

 また、状況に応じて担当エリアの作業が完了した除雪

事業者による応援のほか、北海道開発局などの関係機関

や札幌市災害防止協力会などの関係団体に応援を要請す

る。これにより全市的な生活道路の路面状況の改善につ

ながることで、緊急車両やごみ収集車両などの走行性確

保につながるものと考えている。 

 

６．ポイント② 雪堆積場等の増強 

6.1事前の対応 

 雪堆積場は、大雪に備え河川敷地等を活用して昨年度

以上に増設する。 

 
写真４ 河川敷地を活用した雪堆積場 

（写真提供：北海道開発局札幌開発建設部） 

 また、大雪時に開設する緊急用雪堆積場をあらかじめ

リストアップし、緊急時には速やかに開設できるよう事

前準備を行う。 

6.2大雪時の対応 

 大雪時の対応は、あらかじめ準備していた緊急用雪堆

積場を速やかに開設するとともに、状況に応じて雨水貯

留池や未利用公共用地などを小規模な雪堆積場や雪置き

場として活用する。令和３年度のような厳しい気象状況

となった場合には、河川敷地の雪堆積場の嵩上げや公

園・学校グラウンドへの雪入れを行う。これにより公共

専用雪堆積場は、札幌市が行う公共排雪の受入容量の確

保やダンプトラックを分散することによる排雪作業の効

率化につながると考えている。 

6.3新たな融雪施設の検討 

 排雪作業の更なる効率化に向け、下水道の熱を活用し

た融雪槽や地域密着型雪処理施設を更に増設する整備に

ついても検討する。 

 

７．ポイント③ 市民・企業との協働の取組み 

 市民には、平常時から大雪時に生じるリスクやとるべ

き行動について周知するとともに、大雪時には不要不急

の外出を控えていただくことなどについて呼びかけを行

う。また、企業には、大雪時の時差出勤や出勤抑制への

協力依頼と併せて、札幌市のテレワーク導入補助等の支

援制度を活用し、大雪による企業活動への影響軽減に向

けた環境整備について、札幌商工会議所と連携して働き

かけを行う。 

 バス事業者とは、令和３年度において特にバス路線の

幅員確保が難しかった路線等について情報共有を行うと

ともに、今後の対策の方向性を調整する。 

 

８．まとめ 

 雪解け以降は、「令和３年度のようなことを二度と繰

り返すことはできない」を心の中のスローガンに、大雪

時にもしっかり対応できる対策を検討するとともに、北

海道開発局や北海道等の関係機関、除雪事業協会や災害

防止協力会等の関係団体等の理解と協力のもと協議を進

め、札幌の冬が安全・安心に過ごせるよう大雪時の対策

を取りまとめ、令和４年度から反映させることとしてい

る。 

 しかし、自然（気象）が相手であり、取りまとめた対

策が十分に機能しないこともありえるため、今後も適切

なタイミングで検証や更新等を行い、安全・安心で持続

可能な冬の道路環境の実現に努めたい。 

 幹の路線 

枝の路線 


